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第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 令和元年度第４回武蔵村山市市民協働推進会議 

開 催 日 時 令和２年１月２８日（火）午後７時 ～８時 

開 催 場 所 中部地区会館４０３集会室（市役所４階） 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出 席 者：田中委員、一色委員、鮫嶋委員、瀬口委員、酒井委員、 

金澤委員、島津委員、高尾委員、山田委員 

欠 席 者：野﨑委員 

事 務 局：協働推進課長、協働推進課係長 

議 題 協働事業提案制度（行政提案型）について 

そ の 他 次回の会議日程について 

結 論 
（決定した方針、残

された問題点、保留

事 項 等 を 記 載 す

る。） 

議題 協働事業提案制度（行政提案型）について 

現行の協働型、団体育成型はそのままに、自由な提案によるもの、提

示したテーマに沿った提案によるものの、どちらでも提案できる制

度を実施する。 

 

その他 次回の会議日程について 

 ３月１６日（月）午後７時から中部地区会館にて開催。 

 

 

 

 

 

 

 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則

として発言順に記載

し、同一内容は一つ

にまとめる。） 

 

（発信者） 

◎印：座 長 

○印：委 員 

●印：事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議題 協働事業提案制度（行政提案型）について 

 

●現行の協働型、団体育成型はそのままに、自由な提案によるもの、提示

したテーマに沿った提案によるものの、どちらでも提案できる制度を検討

していきたいと考えている。 

◎そのようなやり方で実施している自治体はあるか。 

●国分寺市で提案してほしいテーマを提示して募集をしている。２年前か

らとのことである。 

◎このやり方のメリットは何か。 

●要綱などの規定を市民提案型と行政提案型で分けて作成する必要がない

ことや、行政提案型独自の取り決めを細かく検討する必要がなく、効率的

であると考えられる。 

〇テーマを設けるとテーマに沿った活動をしている団体でないと入れなく

なるのではないか。 

●その場合は、自由な提案の方で応募できる。 

〇補助金はどう考えているのか。 

●現行の補助金の額で考えている。この額は上限額なので、査定して減額

することもある。 

○テーマ型は補助金を上乗せしてあげた方が応募が増えるかもしれない。 

○行政テーマ型の事業は、行政がやった方が早くできるのではないか。 

●行政では思いつかない発想で提案があることもあるし、市民団体の育成

という側面もある。 

〇行政と団体とで考えている内容に食い違いがあったときどうするか。 

●自由な提案の方で応募できる。また、団体として未熟であれば団体育成

型として養成していくこともできる。 

○テーマが出されてから団体が検討するのに時間を要すると思うので、募

集期間を長くしたほうが良いのではないか。また、団体は年間の活動予定



 2 

 

 

 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則

として発言順に記載

し、同一内容は一つ

にまとめる。） 

 

（発信者） 

◎印：座 長 

○印：委 員 

●印：事務局 

 

 

 

がある程度決まっているので、時期的なテーマへの対応が難しいかもしれ

ない。 

●募集期間は従来から２か月程度設けているので、十分であると考えてい

る。テーマだけを載せるのではなく、現状や課題なども載せる。詳細につ

いては、事業担当課に直接聞いてもらって構わない。 

〇応募要件として活動期間１年以上の団体という規定があるが、テーマに

沿った活動をしたいので新たに結成した団体は対象にできないか。 

●団体としての活動実績を見たいのでこの要件がある。 

〇市の公費を補助金として交付する以上、団体の信頼性という意味でもこ

の要件が入っていると考えられる。 

●他市の応募要件を調査して、次回の会議で示したい。 

◎事務局が示した行政提案型を従来の協働事業提案制度に取り入れて実施

していくことで良いか。 

○異議なし。 

◎他に何かあるか。 

○特になし。 

 

その他 次回の会議日程について 

 

◎第５回会議の日程は３月１６日（月）午後７時から中部地区会館で開催

する。 

 

 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

☑公  開                傍聴者：     0 人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

☑開  示 

□一部開示（根拠法令等：武蔵村山市情報公開条例第８条第５号  ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課     協働推進部  協働推進課 （内線： ２４２ ） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

事業の採択に関する審査過程を明らかにすることで公正な事務を行えなく

なるおそれがあるため。 

 


